
チェック項目 はい どちらとも
いえない いいえ

わから
ない

ご意見
ご意見を踏まえた

対応

1 子どもの活動等のスペースが十分に確保されているか 9
余裕があると思います。 利用児の導線を考え、ぶつけやすい場所がな

いように整える等、定期的に確認していきま
す。

2 職員の配置数や専門性は適切であるか 8 1
手厚く見ていただいていると思います。 定期的な職員の研修会や勉強会等の開催を

続け、職員の教育に力を入れていきます。

3
生活空間は、本人にわかりやすい構造化された環境になってい
るか。また、障害の特性に応じ、事業所の設備等は、バリアフ
リー化や情報伝達等への配慮が適切になされているか

8 1

子どもがわかりやすいような工夫がしていある
と思います。

利用児に合わせた環境作りを心掛けていきま
す。わかりやすい絵をつけた表示や、室内の
掲示物等も、工夫していきたいと思います。ま
た、利用児の導線を考え、ぶつけやすい場所
や、怪我をしやすいものがないか等、日々安全
を考えた環境作りをしていきます。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境となっているか。ま
た、子ども達の活動に合わせた空間となっているか 9

しっかり掃除されています。 毎日の清掃、週ごとの清掃等、チェックリストを
用いて、抜けがないよう、清掃をしていきます。
また、コロナやインフルエンザ流行期には、毎
日使ったおもちゃや絵本等の消毒作業もして
いきます。

5 子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分析された上で、児
童発達支援計画が作成されているか

5 1 3

まだ入ったばかりで、初めての計画しか見てい
ません。

児童発達管理責任者だけの意見とならないよ
う、職員間でのカンファレンスや、保護者や、利
用児とのコミュニケーションを大切にしていま
す。

6

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発
達支援の提供すべき支援」の「発達支援（本人支援及び移行支
援）」、「家族支援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの
支援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体的な支
援内容が設定されているか

8 1

7 児童発達支援計画に沿った支援が行われているか 8 1

8 活動プログラムが固定化しないよう工夫されているか 8 1

毎回楽しいプログラムで、楽しみにしていま
す。

プログラムは、その季節に合わせた活動を心
掛け、食育では、旬のものを取り入れるよう、
工夫をしていきます。イベントや行事等は、曜
日に偏りがないよう、各曜日の利用児が楽しめ
るよう、計画していきます。

9
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障害のない子ど
もと活動する機会があるか 3 1 2 3

コロナの時代で仕方ないと思います。 以前から、他の幼稚園等と関わる機会を計画
することができていません。近隣でもまだコロ
ナやインフルエンザ等の流行が続いている状
況ですので、もう少し状況が改善した後、今後
の課題として検討していきます。

10 運営規程、利用者負担等について丁寧な説明がなされたか 9

契約時に丁寧な説明を受けました。 契約時に児発管が書面をお渡ししつつ、説明
をさせていただきます。その後も、利用者負担
額等が変わった時には、書面を作成しなおし、
都度ご説明します。

11
児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支
援」のねらい及び支援内容と、これに基づき作成された「児童発
達支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされたか

6 3

支援計画を見せていただきながら、丁寧に説
明をしていただき、わかりやすかったです。

保護者様にわかりやすいよう、支援計画を示し
ながら説明をさせていただきます。計画作成時
だけでなく、必要があれば、都度ご説明させて
いただきます。

12
保護者に対して家族支援プログラム（ペアレント・トレーニング
等）が行われているか 1 3 1 4

13
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの発達の状
況や課題について共通理解ができているか 9

お迎え時、先生とお話ができ、説明していただ
いています。

何か追加でお話する必要がある場合は、職員
と連携しつつ、児童発達支援管理責任者より
ご連絡させていただきます。また、モニタリング
時に限らず、ご要望があれば、都度お電話で
のご相談や面談をさせていただいています。

14 定期的に、保護者に対して面談や、育児に関する助言等の支
援が行われているか

7 1 1

まだ入って間もないので機会がありませんでし
た

半年に一度のモニタリング以外でも、心配事が
あった場合等、都度お電話や面談をさせてい
ただいています。

15 父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により保護者
同士の連携が支援されているか

1 6 2

コロナの影響で今の時期は開催がなくても仕
方ないと思います。

コロナ前は保護者会を行っており、好評でしたが、コロ
ナ禍でできなくなってしまいました。まだ近隣でのコロ
ナやインフルエンザ等の流行状況が落ち着き次第、計
画をしたいと思っています。全員が集まれる広いス
ペースはないため、数回に分け行うなど、計画をしたい
と思っています。

16
子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制が
整備されているとともに、子どもや保護者に周知・説明され、相
談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されているか

9

悩みがあると、先生方にご相談をさせていただ
けるので心強いです。

お迎え時にお話しすることもできますが、お迎
えが重なると、ゆっくりお話ができない場合もあ
りますので、ご相談があった場合は、後ほど児
童発達支援管理責任者よりご連絡させていた
だきます。

17 子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がな
されているか

9

18
定期的に会報やホームページ等で、活動概要や行事予定、連
絡体制等の情報や業務に関する自己評価の結果を子どもや保
護者に対して発信されているか

9

手紙に写真があり、様子がわかって嬉しいで
す。毎回楽しみにしてます。

「こぱんはうすさくらだより」にて、行事等のプロ
グラムを記載しています。「こぱん通信」では、
前月の行事等の様子を写真付きでご紹介して
いまいす。今後も、様子がわかるような手紙を
発行していきたいと思っています。

19 個人情報の取扱いに十分注意されているか 9

20
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュア
ル等を策定し、保護者に周知・説明されているか。また、発生を
想定した訓練が実施されているか

8 1

書面でも説明があり、訓練もしていただき、あ
りがとうございます。

避難訓練の様子も、こぱん通信等でご紹介し
ていきたいと思います。また、遠足で防災セン
ターに行ったこともありますので、また計画した
いと思っています。

21 非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、その他必要な
訓練が行われているか

9

定期的にプログラムに入っています。 定期的に避難訓練をプログラムに入れていま
す。利用児もスムーズに動けるようになってき
ているので、引き続き、指導していきたいと思
います。

22 子どもは通所を楽しみにしているか 9

毎回とても楽しみにしています！ 楽しみながら療育に繋がるようなプログラムを
計画していきます。曜日ごとに偏りがないよう、
バランスの良いプログラムを組めるよう、気を
付けていきます。また、個々の発達に合わせた
療育ができるよう、利用児の発達状況を見極
め、無理のない有益な療育ができるよう、心が
けていきたいと思います。

23 事業所の支援に満足しているか 9

大変満足しています 今後もご満足いただける支援を続けられるよ
う、職員間で連携し、療育をしていきたいと思っ
ています。

169 14 9 15 82%
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保護者等からの児童発達支援事業所評価の集計結果（公表）



チェック項目 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

1
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切
である

広めに作っている。人数が少なく、広すぎる時
は、気が散らないように、活動によっては仕切
りを入れるなど工夫している。

開所したてなので、まだ人数が少ない日もあ
り、有効な療育になるよう、利用者を増やして
いく。

2 職員の配置数は適切であるか
基準より多めに配置をし、質の高い支援をして
いる。

職員の体調不良等の急な欠員が出た場合に
対応できるよう、事前に体調確認をし、補充を
していく。

3

生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環
境になっている。また、障害の特性に応じ、事業所
の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への配
慮が適切になされている

視覚的な配慮として、イラスト入りの表示や、
立ち位置の表示等をしている。

全体的なものではなく、個々に合わせた表示も
あってもいいかもしれない。職員同士で意見を
出し合い、今後も改良していきたい。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっ
ている。また、子ども達の活動に合わせた空間と
なっている

活動に合わせてスペースを使い分ける。 自由に遊ぶスペースでできる支援のアイデア
を増やす。

5
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設定
と振り返り）に、広く職員が参画している

定期ミーティング、日々の終礼での振り返り等
で、情報共有、目標設定をしている。

目標設定や、具体的な支援方法を話し合う機
会の増加を目指す。

6
保護者等向け評価表により、保護者等に対して事
業所の評価を実施するとともに、保護者等の意向
等を把握し、業務改善につなげている

毎年のアンケートを実施し、保護者様から出た
意見などは共有している。

現場の職員からの情報が上がりやすい環境づ
くりを目指す。

7

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の
結果を踏まえ、事業所として自己評価を行うととも
に、その結果による支援の質の評価及び改善の内
容を、事業所の会報やホームページ等で公開して
いる

アンケート集計後にこぱんはうす本部のホーム
ページに公開している。

評価結果や方針が職員で共有できる環境作り
をする。

8
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改
善につなげている

こぱんはうすさくら本部のSVよりご指導をいた
だいている。

全体で参加できる勉強会を開催する。

9
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確
保している

各種研修の費用負担、時間の確保をしてい
る。

日常の支援に対する事例検討の機会を更に
増やしていく。

10
アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニー
ズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援
計画を作成している

児童発達支援管理責任者が行っている。個人
ファイルに記録をまとめ、職員も共有できるよう
にしている。

ニーズや課題を解決していく支援内容を児童
発達支援管理責任者とより密に相談していくよ
うにする。

11
子どもの適応行動の状況を図るために、標準化さ
れたアセスメントツールを使用している

こぱんはうすさくら本部が提供したものを使用
している。

12

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドライ
ンの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達支
援（本人支援及び移行支援）」、「家族支援」、「地域
支援」で示す支援内容から子どもの支援に必要な
項目が適切に選択され、その上で、具体的な支援
内容が設定されている

ガイドラインを基に、支援計画、プログラムを作
成している。

現場の職員がガイドラインに沿った意図を理解
し、日々の支援にあたれるよう、職員にプログ
ラムの目的を説明する時間を作っている。

13 児童発達支援計画に沿った支援が行われている
リーダークラスの先生と、児童発達支援管理
責任者で全体的なミーティングをし、毎日の支
援の前に朝礼で確認をしている。

目標や意図を確認することを徹底する。

14 活動プログラムの立案をチームで行っている
定期的なイベントでは、職員も企画、準備にか
かわっている。

準備等の時間の確保が課題。

15 活動プログラムが固定化しないよう工夫している
新しい制作物や外出プログラムの情報集め。 リーダー同士の支援内容も共有できると良い。

16
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適
宜組み合わせて児童発達支援計画を作成している

管理者と児童発達支援管理責任者中心にプロ
グラムの計画を立てている。

集団遊びの種類や内容の充実。

17
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日
行われる支援の内容や役割分担について確認して
いる

朝礼、昼礼を行い、支援の内容、役割分担を
確認している。

より具体的で明確な指示を出せるスキルの向
上をする。

18
支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その
日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を
共有している

振り返りノートに記録し、その日にいなかった
職員にも内容が伝わるようにしている。

文章ではなかなか伝わりにくい部分も伝わるよ
う、必要事項があれば、次の日の朝礼や昼礼
等でも確認をする。

19
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援
の検証・改善につなげている

連絡票、日報、週報、振り返りノートで記録をし
ている。

支援の検証、改善についての相談ができる機
会を更に増やしていきたい。

20
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画
の見直しの必要性を判断している

半年に一度モニタリングを実施している。 モニタリングの報告の資料を確認できる時間を
設けていく。

21
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議に
その子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参
画している

児童発達支援間責任者が参加し、支援に必要
な事項は共有している。

参加した担当者会議の記録を職員と共有して
いく。

22
母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係
機関と連携した支援を行っている

児童発達支援管理者が参加し、支援に必要な
事項は共有している。

参加した担当者会議の記録を職員と共有して
いく。

23

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害のあ
る子ども等を支援している場合）地域の保健、医
療、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携した
支援を行っている

医療ケア児の受け入れはしていない 医療ケア児の受け入れはしていない

24
（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害のあ
る子ども等を支援している場合）子どもの主治医や
協力医療機関等と連絡体制を整えている

医療ケア児の受け入れはしていない 医療ケア児の受け入れはしていない

25
移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、
特別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内容等の
情報共有と相互理解を図っている

児童発達支援管理責任者が各施設を訪問、
担当者会議、電話等で情報共有している。

児童発達支援管理責任者以外でも、コロナ前
は特別支援学校などの見学が出来ていたの
で、そういう機会が再開したら、職員も参加で
きる機会があれば理解が深まると思う。

はい

7

7

7
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児童発達支援事業所における自己評価結果（公表）



26
移行支援として、小学校や特別支援学校（小学部）
との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を
図っている

児童発達支援管理責任者が各施設を訪問、
担当者会議、電話等で情報共有している。

児童発達支援管理責任者が各施設を訪問、
担当者会議、電話等で情報共有している。

27
他の児童発達支援センターや児童発達支援事業
所、発達障害者支援センター等の専門機関と連携
し、助言や研修を受けている

児童発達支援管理責任者が各施設を訪問、
担当者会議、電話等で情報共有している。

会議の後、記録を職員と共有している。

28
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障
害のない子どもと活動する機会がある

こぱんはうすさくら同士の交流や、合同プログ
ラムを企画し、交流の機会を作っている。

外出等や、イベント等で、他との交流ができる
機会を増やしていく。

29
（自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・子
育て会議等へ積極的に参加している

市ごとの協議会に参加している。 職員への情報共有をしていく。

30
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ども
の発達の状況や課題について共通理解を持ってい
る

児童発達支援管理責任者が実施している。定
期面談の他、要望があれば電話、面談をして
いる。

日常、接している職員からもその日の様子等、
保護者にお伝えしていく。

31
保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に
対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング
等）の支援を行っている

児童発達支援管理責任者が行っている。 コロナ前は市役所などの主催のペアレントト
レーニングプログラムの案内があったが、現状
はないので、できる限りの支援をしていく。

32
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を
行っている

契約時に説明、変更等がある場合は、随時説
明している。

33

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供
すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基づ
き作成された「児童発達支援計画」を示しながら支
援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計
画の同意を得ている

児童発達支援管理責任者が作成している支援
計画を提示しながら直接説明し、ねらいと支援
内容を伝えている。

職員も共有して具体的な支援内容を相談して
いる。

34
定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する
相談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っている

児童発達支援管理責任者が窓口となり、対応
している。職員も情報をあげるようにしている。

年長など、特に就学に関わる支援について
は、個々に児童発達支援管理責任者と相談
し、実施している。

35
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催
する等により、保護者同士の連携を支援している

コロナ前は実施しており、好評だった。いずれ
は再開したい。

36

子どもや保護者からの相談や申入れについて、対
応の体制を整備するとともに、子どもや保護者に周
知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切
に対応している

日々の終了報告の際にも申し送りができるよう
にしている。

伝達のもれなどがないよう、連絡票の記入、確
認を徹底する。

37
定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、
連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信
している

行事のお知らせ、こぱん通信などの発行 職員ノートで通信の内容など、職員にも共有で
きるようにしている。

38 個人情報の取扱いに十分注意している
個人アドレスの管理、データ移行の手段を気を
付けている。

各職員と、管理者の取り扱いパソコンの仕分
け、データ管理の厳格化。

39
障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報
伝達のための配慮をしている

視覚的表示の工夫、筆談、表情のサインなど 本人の発信も促すような発言をする機会が増
えるような支援、声かけをしている。

40
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開
かれた事業運営を図っている

コロナ禍では難しい。計画はしていきたい。

41
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対
応マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知す
るとともに、発生を想定した訓練を実施している

本部の指導に沿って各種マニュアルの作成。
プログラムに訓練を入れて実施。各種の災害
を想定した訓練。

時代の変化もあり、不審者対応の訓練も取り
入れている。

42
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その
他必要な訓練を行っている

本部の指導に沿って各種マニュアルの作成。
プログラムに訓練を入れて実施。各種の災害
を想定した訓練。

時代の変化もあり、不審者対応の訓練も取り
入れている。

43
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこど
もの状況を確認している

児童発達支援管理責任者が契約時に確認し
ている。個人ファイルで共有している。

発作時の一時的な対応を掲示している。

44
食物アレルギーのある子どもについて、医師の指
示書に基づく対応がされている

児童発達支援管理責任者が契約時に確認し
ている。個人ファイルで共有している。

アレルギー確認のカードを用意している。準備
する人、提供する人のダブルチェックをしてい
る。

45
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有して
いる

職員間で共有できるところに保存している。新
しい記載が増えた場合は、連絡ノートに更新の
通達をしている。

グループ内の他の教室でも、事例を共有し、再
発防止を防ぐよう、職員の教育をしていく。

46
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する
等、適切な対応をしている

代表者が研修に参加し、ミーティング中に研修
の時間を取り、周知している。

家庭における事例も視野に入れ、日々の体調
や外傷などを確認し、報告をしている。

47

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかに
ついて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に
十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画
に記載している

ベルト付きイスの使用の際の事前許可と承認
を得る。

ベルト付きイスからパイプ椅子でも落ち着いて
座っていられるような成長を促す支援の相談、
話し合いをしていく。
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